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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日食事サービス委員会があり、参加スタッフは佐々木CWです。
・12/19の午後から12/20まで心理チームが不在となります。

・12/20に実地指導があります。
・12/22に青陽館の忘年会があります。

・12/23祝日ですが、猪股Ｄｒの診察があります。

・12/26・27に法人研修がありますので、参加してください。出席の入力をしていないスタッフは入力をして下さい。

・12/17に家族支援研修がありますので、参加希望の方は本日17時までに連絡してください。

・12月中に青陽館の避難訓練が実施予定となります。日時は管理者と委員会のみが把握しています。訓練の際には速やかに対応できるように、マニュアルを把握しましょう。

・事故対策委員会より、事故発生後より振り返りをすぐに行う事、その後１ヶ月後に改善されているかなど検討してください。
＜患者様情報＞

・高田　マキ様～デイケア欠席していますが、日常生活に支障は見られていない様子。2月に採血を実施していく予定となります。

・関　秀治様～年末年始実家へ帰省されますので、内服薬が３週間分処方となっています。

・駒木　洋士様～資格の質を上げるために勉強をしているとの事。医師よりゆっくり生活していくようアドバイスがあります。
・横町　浩様～昨日38度台の発熱あり、他科受診されています。無理をしないよう伝えています。

・久保　興介様～幸房に行かなくなってから生活リズムができず、寝ている時間が多いとの事。医師より、やめたばかりなので無理をしないこと、徐々に慣れ生活リズムを整えるよう伝えています。本日13時からデイケア担当スタッフと面談予定となります。

・川村　幸子様～本日利用前にデイケアを見学されています。退院後は引っ越しも含め生活に慣れるのが大変であると話されています。また、利用目的が理解できていない様子もうかがえているため、説明しています。説明には理解もできており、意欲的な様子も見られています。

＜栄養指導＞

・下妻　康貴様～体重の増加はなく経過、食事内容も偏っていない様子。野菜をうまく調理できないとの事で、にこみ料理についてアドバイスしています。少しずつレシピを伝えていきます。キノコや海藻類を足すだけでも違ってくること伝えています。ご飯の量が多い様子があり、ご飯を減らすことでも十分効果があることも伝えています。デイケアでは利用者様はメンバーに勧められ、間食をすることがあるとのことで、次回は間食について確認していきます。
＜心理検査＞

・熊谷　聡央様～本人へ心理検査の結果を伝えると、「なんか…結果を聞いてもすっきりしないもんですね」と笑って述べている。本人の特徴として、気持ちを表現するのが非常に苦手であり、気持ちを言葉で出してみる訓練的な意味を持たせ、カウンセリングの場を提供できることを伝えています。診察日の11時から50分間で行うことを約束しています。言いたくない事があれば、それをとどめておくことも一つの弁でそれを伝えることができるようになることも訓練であることを伝える。

・小林　満様～開口一番に「いやーやってしまった」といい、再飲酒してしまったことを話される。「飲みたい」とも思わず、葛藤もなくビールを買ってしまい、半分飲んだあたりで、「何やってんだろ」と思い残りを捨てたと話している。「またそれ（飲酒したこと）を隠そうとするのね」と自分を振り笑っている。前回のスリップと違う点について、最後まで飲みきらずに思いとどまった点を挙げ伝えている。飲酒したことを主治医に伝えることは気が引けるが「でもいわないとね」と正直でいようとする姿をしている。アルバイトについては、今すぐはじめようかどうか迷っているが「あせらなくてもよいか」と思い直し、今は短期アルバイトのみにするとのこと。とにかく少しずつ体をならし、階段を３段とばしするようなことは、本人様にとって、危険であること伝え「そうなんですよね」と返事をされている。

＜入院予定患者情報＞

・大下　彌三郎様～84歳、脳血管性認知症。平成11年3年（72歳）に脳梗塞を発症して八戸赤十字病院へ入院。平成13年に再び脳梗塞を発症して八戸赤十字病院へ入院。入院後、記銘力障害、見当識障害、視野障害、右半身マヒが認められた。平成13年8月に退院した後、同院への通院を継続。平成15年2月より易怒性、興奮性、不眠が出現、上記症状が悪化し他者へ暴力行為にいたることがあり、平成15年10月20に八戸赤十字病院精神科を受診。その後も症状は改善せず、平成15年10月27日当院へ入院。平成16年7月27日退院後は介護老健保健施設南山苑へ入所、認知機能・身体機能は低下され、日常生活全般に職員の介助を要していた。平成23年11月29日誤嚥性肺炎の診断にて八戸赤十字病院呼吸器科へ入院。治療が終了のため、精神症状および身体管理・リハビリテーション目的にて12月19日に当院へ２回目の入院予定となっています。
